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「毎年上昇している銘柄を調べる方法」

ＪＰ法ソフトのデータには年足がなく、チャートをぱっと見て今年は上昇した。という
事は分かりづらいといえます。。

しかし、月足のデータを使えば、昨年より今年は上昇した。という事は判明します。

「絞り込み検索」を使います。

■今年上昇した銘柄のスクリーニング方法

もう年が明けて 2025年。実際は昨年、上昇した銘柄となります。

絞り込み検索の「9．期間指定変化率」を使います。

月足検索をしますので、さかのぼる期間は「１２」です。

これで、１２ヶ月前（１年前）と比較出来ます。

※２０２４年１２月を基準とするなら、２０２３年の大納会と比較して、２０２４年の
大納会が上昇したかどうかが分かります。

今回は、年に注目ましたが、単に１年前との比較、２年前との比較が出来ます。

「期間内の両端比較」を選択する事により、直近の終値と１２期間前の終値を比較しま
す。
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「月足検索」を選択します。

常に直近にすれば、直近のデータとの比較です。

今は、２０２４年１２月３０日までのデータしか入っていないので、これでいいですが、
１月６日以降は「常に直近」としてしまうと、２０２４年が上昇したかどうかが分から
なくなります。

その場合は、下記のように「検索日選択」を選択して、日付を２０２４年１２月としま
す。
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「６１．検索対象銘柄選択」で、信用銘柄を選択した場合、結果はこうなります。

「８０．検索結果」

２０２３年に比べ、２０２４年が上昇した銘柄。

※厳密に言うと、２０２３年末に比べ、２０２４年末が上昇した。となります。

これで２０２４年は分かった。

では２０２３年も上昇した銘柄は？

検索日を２０２３年１２月として実行すれば判明します。
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もう１つの方法は、

検索日は２０２４年１２月としておいて、１２ヶ月前を指定します。

こうすると２０２３年１２月が基準日となります。

今回は、毎年上昇している銘柄のスクリーニングなので、こちらの方法はややこしくな
るので使わないほうがいいでしょう。２４、３６、４８ヶ月前と指定していきますから。

今「８０．検索結果」には、２０２４年に上昇した銘柄が入っています。

このままつづけて検索を実行します。

ここで「６１．検索対象銘柄選択」はしません。これを実行してしまうと、２０２３年
が上昇した。となり、２０２４年、２０２３年共に上昇したとはなりません。

検索実行中の画面を見ると、このように２０２３年１２月の検索となっています。
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８０．検索結果

ここまでで、２０２４年、２０２３年と共に前年から上昇した銘柄が分かります。

これを２０２２年、２０２１年、２０２０年と繰り返していけば、毎年連続して上昇し
ている銘柄が分かります。

２０２２年
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２０２１年

２０２０年

とこのように、検索日付をずらしていけば、毎年上昇している銘柄が分かります。
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■毎年下がっている銘柄を知りたい。

この場合は、「下降している」を選択します。

あとは、今まで解説した手順で検索日をずらしていけばいいだけです。

毎回、検索日をずらして実行していくのがめんどくさい。

と思われる方もいらっしゃると思います。

そう思われたら、「連続検索」を使います。

最初の一回だけはシートをつくる必要があります。
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「連続検索設定」をクリックします。

連続検索の画面が表示されます。

今回は、連続検索の登録手順は紹介しませんが、これはとても便利な機能です。
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２５０１番シートに「１０年間上昇し続けている銘柄検索」を登録しました。

下記のように設定して「実行」します。

「実行」をクリックすれば、あとは勝手に検索をしてくれます。

毎回、「９．期間指定変化率」から検索日を変更する必要はありません。
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８０．検索結果

１０年間、上昇し続けた銘柄は４銘柄ありました。

この４銘柄は、前年の大納会と今年の大納会を比較したら、毎年上昇している。という
ものです。

１年間の間に、前年割れの時があるかもれません。また前月より、当月が下がっている
銘柄も含まれます。

１２月同士の比較だと、１０年間上昇している。という事です。

７年間、下降続けた銘柄は１３銘柄ありました。

今回使用した連続検索シート２５０１番（上昇銘柄）、２５０２番（下降銘柄）はメー
ルにて添付しました。

２５０１、２５０２を使っていない方は、[C:\WinJPDta]フォルダへ保存し、お試
し下さい。


